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1回戦 第3 試合

【審判】 球審 一塁 二塁 三塁

【投手‐捕手】春日部市立東中学校 投手 ―捕手

野田市立第一中学校 投手 ―捕手

【長打】 二塁打

三塁打
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＜試合経過＞
　初回、先攻の春日部東は３番野澤がライト前へヒットを打ち、その後一塁牽制を悪送球し、ツーアウトながら３塁とするも無得点に
終わる。試合が動いたのは３回、春日部東はツーアウトから１番前田がレフト前へヒットを打ち出塁。その後、盗塁を試みるとキャッ
チャーが２塁へ悪送球。その間に３塁へと進むと、続く２番碓氷がレフト前へヒットを打ち、先制点を挙げる。その裏、野田第一は８
番岩田(裕)がセンターオーバーの２ベースを打ち、送りバントでツーアウト３塁とすると、ボークにより同点に追いつく。５回、春日
部東は９番山口がツーベースとエラーで３塁まで進み、１番は四球を選び、１・3塁とすると２番碓氷がライト前へタイムリーヒット
を打ち、勝ち越す。さらに３番野澤の内野エラーの間に追加点を挙げる。その後、５番萩原がレフト前へタイムリーヒットを打ち、続
く６番鈴木の内野ゴロの間に１点追加。その後エラーにより１点を追加。この回、一挙５点を挙げる。最終回、春日部東は死球とヒッ
トで満塁とすると８番北島のレフト前へタイムリーヒットを打ち、２点追加し、さらに盗塁とエラーにより再度満塁とすると、パス
ボールにより１点を追加する。その裏を春日部東の木下が抑え、完投勝利で初戦を飾る。
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2012年8月7日

春日部市立東中学校

春日部東、終盤に猛攻！２回戦進出！！
埼玉県営大宮公園野球場

野田市立第一中学校

埼玉関東大会公式ホームページ
http://www.saitamatyutairenyakyu.com/roadtosaitamakanto-2012.htm
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春日部東中  前田主将 

  打線がつながったのがよかった

です。次の試合は接戦になると思う

が、全力で戦いたい。  

野田第一中 根本監督  

春日部東の打線は素晴らしかった。

ピッチャーの岩田はいつも通りの投

球ができていたが、相手の打線が

一枚上手だった。チームとしてやれ

ることはやり、力を出し切れた試合

だった。東中には次も頑張ってもら

いたい。 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

チームコメント 

春日部東中  滝北監督 

 自慢の打線がいつも通りの活

躍をし、うまくつながった。投手の

木下もボークの後、気持ちを切ら

さずに最後まで投げ切った。投

打ともに出来過ぎです。 


